
これまでの一般質問の詳細は会議録またはホームページでご覧いただけます。今回のもの
は6月上旬の予定です。会議録は図書館、各支所、本所ロビーに用意してあります。

Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）

本
番

質
問  

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
「
賛
否
」

あ
い
ま
い
な
態
度
だ
っ
た
天
野
市
長
は

昨
年
の
暮
れ
頃
か
ら
、
公
的
な
場
所
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
場
で
「
本
当
の

気
持
ち
は
反
対
」
だ
と
か
、「
個
人
的

に
は
反
対
」
と
表
明
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

誠
に
結
構
な
こ
と
で
あ
る
が
、
い
よ

い
よ
米
国
と
の
事
前
交
渉
も
本
番
に
入

り
、
こ
の
６
月
頃
が
山
場
の
一
つ
と
も

言
わ
れ
る
中
で
、
市
長
は
自
分
の
本
意

を
ど
う
い
う
態
度
で
貫
く
覚
悟
で
あ
る

の
か
お
尋
ね
す
る
。

　

ま
た
、
懸
垂
幕
の
設
置
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反

対
が
阿
賀
野
市
の
意
志
と
な
る
よ
う
な

集
会
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
弁  

関
係
国
と
の
事
前
協
議
は
、
ベ

ト
ナ
ム
か
ら
始
ま
り
、
全
9
カ
国
と
協

議
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
事
前
協

議
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
農
業
面
だ
け

で
な
く
、
労
働
や
金
融
、
福
祉
・
医
療

に
加
え
、
鉄
鋼
や
自
動
車
産
業
に
も

大
き
な
損
失
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

　

パ
ル
シ
ス
テ
ム
生
協
、
新
潟
総
合
生

協
な
ど
の
消
費
者
団
体
と
共
に
、
交
渉

参
加
の
反
対
を
時
を
見
据
え
な
が
ら
国

に
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

第
5
期
介
護
保
険
計
画

質
問  
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
施
設

整
備
率
が
県
下
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
い

う
こ
と
に
は
敬
意
を
表
す
る
が
、
待
機

者
が
３
０
０
人
余
り
も
お
ら
れ
る
訳
だ

か
ら
、待
機
者
の
解
消
「
待
機
者
ゼ
ロ
」

を
目
指
す
べ
き
と
思
う
が
、
市
長
の
考

え
を
。

答
弁  

４
期
計
画
が
実
質
的
に
５
期
計

画
へ
繰
り
越
さ
れ
る
こ
と
や
、
他
市
に

比
較
し
て
当
市
の
高
い
充
足
率
を
踏
ま

え
、
特
養
施
設
の
整
備
は
計
画
に
組
み

込
ま
な
い
こ
と
と
し
た
。

　
介
護
保
険
法
「
改
正
」
に
伴
う

対
応

質
問  

「
定
期
巡
回
、
随
時
対
応
型
訪

問
看
護
」
と
い
う
新
サ
ー
ビ
ス
の
導
入

で
、
現
場
か
ら
不
安
の
声
が
あ
る
が
。

答
弁  

事
業
所
と
も
連
携
を
と
り
、
検

討
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。　

議
会
（
議
員
）
か
ら
の
政
策

提
言
と
市
長
の
予
算
付
け
に

つ
い
て

質
問  

議
会
（
議
員
）
は
市
民
の
立
場

か
ら
市
の
各
種
政
策
や
政
策
決
定
、
執

行
を
監
視
し
、
政
策
の
提
言
や
立
案
を

行
い
、
政
策
の
予
算
付
け
は
市
長
、
執

行
機
関
の
責
務
と
思
う
が
伺
う
。

答
弁  

予
算
編
成
の
権
限
は
首
長
に
与

え
ら
れ
て
お
り
、
政
策
の
具
体
的
な
予

算
付
け
は
市
民
や
議
会
、
各
種
団
体
か

ら
の
意
見
を
も
と
に
案
を
策
定
、
議
会

に
提
案
し
、
審
議
決
定
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
政
策
決
定
や
具
体
的
な
予
算
付
け

に
つ
い
て
、
市
長
や
執
行
機
関
だ
け
の

責
務
と
は
考
え
て
い
な
い
。

質
問  

昨
年
12
月
、
地
域
政
党
代
表
天

野
市
榮
氏
の
ブ
ロ
グ
中
に
、
同
年
12
月

定
例
会
の
一
般
質
問
の
安
田
図
書
館
の

改
造
費
用
に
つ
い
て
の
こ
と
が
書
か
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
阿
賀
野
市
長
へ
の

質
問
で
あ
っ
た
が
。

答
弁  

そ
の
通
り
で
あ
る
。

質
問  

ブ
ロ
グ
で
は
「
財
源
の
裏
付
け

の
な
い
提
案
は
政
策
で
は
な
く
、
自
治

会
や
各
種
団
体
の
陳
情
、
要
望
と
同
じ

レ
ベ
ル
」
と
あ
っ
た
。
議
員
は
財
源
を

確
保
し
な
い
と
質
問
で
き
な
い
の
か
。

予
算
付
け
は
執
行
機
関
で
は
な
い
の

か
。
ま
た
、
各
種
団
体
や
自
治
会
の
要

望
、
陳
情
は
効
力
が
な
い
と
解
釈
さ
れ

る
。
市
民
に
対
す
る
冒
と
く
で
は
な
い

か
。

答
弁  

自
治
会
や
各
種
団
体
は
要
望
の

提
出
で
良
い
。
議
会
は
財
源
も
確
保
し

て
ほ
し
い
。

質
問  

昨
年
６
月
、
法
人
市
民
税
率

引
き
上
げ
条
例
案
が
否
決
に
な
っ

た
。
ブ
ロ
グ
で
は
、
可
決
し
て
い
れ
ば

４
８
０
０
万
円
の
自
主
財
源
が
確
保

で
き
、
私
の
提
案
は
政
策
に
格
上
げ

と
な
り
予
算
計
上
さ
れ
た
と
あ
る
が
、

４
８
０
０
万
円
は
歳
入
に
入
り
、
私
の

提
案
の
み
に
計
上
さ
れ
る
の
で
は
な

く
、
総
体
的
な
予
算
計
上
と
な
る
の
で

は
な
い
か
。

答
弁  

そ
う
な
る
。

質
問  

ブ
ロ
グ
は
人
を
追
い
詰
め
る
こ

と
も
あ
り
得
る
。
市
長
に
は
、
市
民
に

誇
れ
る
内
容
で
ブ
ロ
グ
を
使
っ
て
ほ
し

い
。

市
長
の
４
年
間
に
つ
い
て

質
問  
地
域
は
全
く
閉
塞
状
況
。
国
、

県
の
責
任
も
大
で
あ
る
が
、
市
も
驚
く

ほ
ど
衰
退
し
、
地
域
の
過
疎
化
的
現
象

悪
化
や
少
子
高
齢
化
な
ど
負
の
ス
パ
イ

ラ
ル
状
態
の
中
で
、
打
破
す
る
努
力
不

足
。
沈
滞
す
る
一
方
、
地
域
の
活
性
化

策
も
無
く
、
合
併
後
か
ら
一
貫
し
て
こ

の
遅
れ
は
目
に
余
る
も
の
が
あ
る
。
市

民
に
は
言
い
訳
な
ど
必
要
な
い
。
ど
こ

に
安
全
安
心
が
あ
る
と
言
え
る
の
か
。

　

市
は
商
業
、
農
業
、
教
育
、
バ
イ
テ

ク
、
Ｉ
Ｔ
な
ど
様
々
な
産
業
構
造
の
中

で
、
育
成
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の

支
援
策
も
欠
如
大
で
あ
っ
た
。
優
劣
を

つ
け
た
と
し
た
ら
何
を
以
っ
て
説
明
で

き
る
か
。
負
の
遺
産
を
引
き
継
ぎ
財
政

再
建
に
全
力
を
尽
く
し
た
と
説
明
す
る

が
、
失
っ
た
も
の
は
大
き
い
。
仕
事
が

な
く
、
雇
用
も
不
十
分
。

　

市
長
は
市
民
に
立
派
な
約
束
手
形
を

発
行
し
、
市
民
は
期
待
も
あ
っ
た
。
任

期
４
年
間
あ
れ
ば
実
現
可
能
な
事
業
が

多
く
あ
っ
た
は
ず
。
財
政
難
が
理
由
に

は
な
ら
な
い
。

　

人
間
は
問
題
解
決
の
前
に
、
市
民
の

求
め
る
変
化
に
対
応
す
べ
き
課
題
が
あ

る
。
説
明
答
弁
を
。

答
弁  

合
併
前
後
に
実
施
し
た
事
業
で

市
債
残
高
、
市
債
発
行
額
が
増
大
し
て

い
た
た
め
、
ま
ず
公
債
費
適
正
化
計
画

を
優
先
し
て
財
政
健
全
化
に
取
り
組

み
、
ご
指
摘
の
よ
う
に
地
域
経
済
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
投
資
的
な
事
業
が
思

う
よ
う
に
出
来
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

　

単
年
度
で
市
債
残
高
は
21
億
も
圧
縮

し
た
。
更
に
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発

行
、
主
要
産
業
の
建
設
業
支
援
の
た
め

公
共
工
事
の
市
内
業
者
発
注
や
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
補
助
、
地
場
産
瓦
、
太
陽
光

発
電
補
助
な
ど
で
市
内
住
宅
関
連
業
界

の
活
性
化
に
大
き
く
貢
献
で
き
た
と
考

え
る
。

　

水
原
中
学
校
改
築
、
水
原
郷
病
院
の

存
続
、
改
築
整
備
に
現
在
は
努
力
中
で

あ
る
。

子
育
て
の
経
済
負
担
軽
減
を
！

質
問  

出
産
か
ら
保
育
、
医
療
、
教
育

な
ど
の
費
用
負
担
は
大
き
い
も
の
が
あ

る
。
高
山
市
で
は
「
子
育
て
支
援
金
」

事
業
を
実
施
し
、
出
生
率
の
改
善
に
一

役
か
っ
て
い
る
。
当
市
で
も
思
い
切
っ

た
支
援
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁  

出
生
率
の
改
善
に
向
け
て
の
支

援
策
の
必
要
性
は
十
分
認
識
し
て
お

り
、
有
効
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
検

討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
今
後
財
政

状
況
に
も
注
視
し
な
が
ら
、
子
育
て
支

援
に
つ
い
て
は
、
当
市
の
重
点
施
策
の

一
つ
と
位
置
付
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

高
齢
者
の
社
会
参
加
の
促
進

を
！

質
問  

高
齢
者
の
技
能
や
知
恵
を
登
録

し
、
積
極
的
な
社
会
参
加
、
能
力
活
用

の
促
進
を
図
り
、
市
民
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応
や
学
習
活
動
を
推
進
す

る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
材
バ
ン
ク
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

答
弁  

高
齢
者
の
積
極
的
な
社
会
活
動

を
推
進
し
、
地
域
の
活
性
化
や
生
涯
学

習
活
動
の
充
実
に
寄
与
す
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ
の
支
援
や
「
阿
賀
野
市
生
涯
学

習
ガ
イ
ド
指
導
者
編
」
を
市
民
の
皆
様

に
役
立
て
て
も
ら
う
な
ど
、
高
齢
者
の

能
力
活
用
の
促
進
を
図
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

公
費
助
成
を
！

質
問  

肺
炎
で
年
間
11
万
人
を
超
す
高

齢
者
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
予
防
効
果
が
高
い
こ
と
か
ら
全

国
で
６
６
０
市
町
村
が
公
費
助
成
を

行
っ
て
い
る
が
、
当
市
で
も
取
り
組
ん

で
は
ど
う
か
。

答
弁  

県
内
に
お
け
る
動
向
を
注
視
し

て
い
た
が
、
徐
々
に
接
種
助
成
を
開
始

し
て
い
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
現
状

で
あ
る
。
今
後
は
本
制
度
の
更
な
る
情

報
収
集
や
関
係
機
関
等
と
の
調
整
に
入

る
時
期
か
と
考
え
て
い
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問
◆

　

育
児
不
安
へ
の
対
策
、
産
み
育
て
や

す
い
環
境
づ
く
り
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
推
進
に
つ
い
て

村上　清彦 議員倉島　良司 議員

山賀　清一 議員 遠藤　智子 議員


